
『
地
図
学
用
語
辞
典
』
（
ヨ
本
岡
際
地
図
学
会
編
　
一

九
八
五
）
に
も
「
見
よ
項
目
」
と
し
て
採
ら
れ
て

は
い
る
が
、
「
経
線
」
に
対
し
て
「
緯
線
」
と
い

う
よ
う
に
「
子
午
線
」
に
対
し
て
は
「
平
行
圏
」

と
い
う
術
語
を
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
字
面

か
ら
は
「
緯
度
圏
」
の
方
が
意
味
を
と
り
易
い
で

あ
ろ
う
が
。

　
次
い
で
鼠
箪
ざ
目
と
瓢
。
σ
げ
Φ
の
テ
ク
ス
ト
の

「
章
節
番
号
対
照
表
」
（
＝
九
一
二
〇
三
頁
）
を
掲

げ
、
よ
り
専
門
的
な
利
用
に
供
し
て
い
る
。

　
更
に
「
訳
者
あ
と
が
き
」
（
二
〇
四
一
二
〇
△
員
）

が
あ
り
以
下
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
A

テ
ク
ス
ト
（
前
述
）
、
B
　
章
節
の
番
号
（
1
…
V
巻

は
旨
豊
一
Φ
戦
に
、
　
M
I
田
巻
は
冥
。
σ
σ
o
に
よ
っ
た
こ

と
）
、
C
　
翻
訳
（
既
存
の
訳
本
五
種
を
そ
の
簡
単
な
評

価
と
と
も
に
紹
介
）
、
D
　
地
名
の
比
定
（
七
種
の
著

作
の
紹
介
と
本
書
の
比
定
地
名
の
表
記
が
『
グ
ラ
ン
ド

世
界
大
地
図
』
（
人
文
社
・
全
難
解
　
｝
九
七
八
）
に
よ
る
こ

と
）
、
E
　
地
図
（
訳
注
者
の
参
照
し
た
断
種
の
地
図
頚
、

う
ち
四
種
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
図
）
、
F
　
参
考
書
（
プ

ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
文
学
や
地
理
学
に
拝
す
る
文
献
六

種
と
、
そ
の
天
文
書
の
訳
本
四
種
）
、
G
　
謝
辞
。

　
こ
の
書
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
の
は
巻

末
に
所
載
の
前
述
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
世
界
図

「
団
日
O
ピ
国
寓
当
国
d
ω
切
○
竃
》
国
H
偽
り
O
」
（
二
〇
九

⊥
一
容
二
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
図
は
A
系
統
、
即
ち

世
界
図
一
、
地
方
図
二
六
、
計
二
七
図
か
ら
な

り
、
元
来
〉
■
国
富
。
乙
Φ
器
憲
α
｝
倉
畷
斜
。
。
。
巨
陣
｝
甲

跨
訟
霧
8
些
⑦
　
国
鎚
ぐ
鎖
陣
。
。
8
小
勇
9
　
0
ρ
ぽ
？

σq

求
獅
ｰ
ざ
ω
8
0
園
げ
。
閑
日
H
Q
。
G
。
り
に
復
刻
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
一
九
七
〇
年
に
は
囚
H
碧
ω

の
リ
プ
ト
ソ
版
が
、
　
一
九
七
三
年
に
は
U
o
く
興

勺
藏
び
嵩
o
ρ
焦
o
o
o
り
讐
H
誤
。
．
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク

の
廉
価
版
が
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
以
前
よ
り
比
較

的
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え

こ
の
廉
価
版
で
さ
え
店
頭
で
見
か
け
る
こ
と
の
少

く
な
っ
た
今
日
で
は
、
本
書
へ
の
再
録
は
誠
に
喜

ば
し
い
。
ま
た
こ
の
図
は
訳
注
者
も
述
べ
て
い
る

よ
う
に
訳
書
に
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
、
地
名
の
ラ

テ
ン
語
表
記
を
知
る
手
段
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
科
学
史
研
究

に
お
け
る
必
須
の
文
献
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界

史
上
の
道
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た
偉
大
な
文

化
遺
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、

本
訳
書
は
わ
が
国
に
お
け
る
斯
学
の
発
達
に
大
き

な
役
割
を
果
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

轍
頁
左
辺
上
か
ら
一
六
行
目
の
「
柳
度
1
5
分
」
は

「
籾
度
1
5
分
」
の
、
一
四
二
頁
注
三
九
の
「
福
二
」

は
「
杭
州
」
の
明
ら
か
な
校
正
漏
れ
で
あ
り
、
本

書
の
真
価
を
傷
つ
け
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

　
末
筆
に
な
っ
た
が
、
こ
の
難
解
な
著
作
を
丁
寧

な
訳
注
と
と
も
に
潮
訳
さ
れ
た
懸
子
を
始
め
、
本

書
を
江
湖
に
送
る
た
め
の
労
を
厭
わ
れ
な
か
っ
た

関
係
者
各
位
に
敬
意
と
感
謝
の
念
を
類
す
る
次
第

で
あ
る
。
な
お
蛇
足
を
記
す
と
、
本
書
の
中
世
イ

ス
ラ
ム
地
理
学
へ
の
影
響
と
『
テ
ト
ラ
ビ
ブ
ロ
ス
』

の
箸
者
と
し
て
の
、
つ
ま
り
占
星
術
師
と
し
て
の

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
側
面
に
触
れ
て
ほ
し
か
っ
た

と
い
う
の
は
望
蜀
の
言
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
A
4
判
　
二
八
四
頁
　
一
九
八
六
年
五
月

　
　
　
　
東
海
大
学
出
版
会
　
二
五
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橘
　
正
　
大
阪
大
学
助
教
授
）

『
井
波
町
肝
煎
文
書
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
一
古
文
書
』

　
本
書
は
富
山
県
砺
波
郡
井
波
町
に
伝
わ
る
、
近

世
の
町
肝
煎
の
文
書
に
近
代
の
町
会
駈
・
戸
長
役

場
等
の
文
書
を
加
え
た
も
の
の
目
録
で
あ
る
。
同

文
書
は
現
在
井
波
町
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
お

り
、
未
整
理
分
を
含
め
る
と
総
点
数
は
四
万
点
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
部
は
七
十
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
井
波
町
史
』
下
に
収
載
さ
れ
て
い

る
が
、
八
十
四
年
に
出
さ
れ
た
冊
子
類
（
触
留
、
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介紹

人
別
帳
、
上
申
帳
等
）
の
目
録
に
引
き
続
き
、
今

度
一
紙
物
の
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
全
体
が
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
意
義
は
大
変

大
き
な
も
の
が
あ
る
。
な
に
よ
り
、
国
庫
補
助
金

の
付
さ
れ
た
三
力
年
と
言
う
限
ら
れ
た
期
間
に
、

目
録
点
数
の
み
で
も
六
千
点
余
に
も
及
ぶ
（
史
料

点
数
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
い
）
大
部
の
目
録

を
作
成
さ
れ
た
関
係
者
（
主
任
調
査
員
楠
瀬
勝
氏

他
九
名
）
の
方
々
の
御
努
力
に
、
ま
ず
敬
意
を
表

し
た
い
。

　
目
録
の
記
載
様
式
は
、
各
文
書
に
つ
き
史
料
番

号
、
題
名
、
無
量
、
形
態
、
講
求
番
号
、
年
月
日
、

差
出
人
、
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
関
連
す
る
文

書
は
一
件
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
題
名
は

原
題
で
は
な
く
、
文
書
の
内
容
か
ら
二
十
字
程
度

の
適
当
な
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
は
ま
ず
江
戸
期
と
明
治
期
で
区
分
さ
れ
、

さ
ら
に
内
容
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
分
類

項
目
は
、
江
戸
期
で
は
、
支
配
・
町
、
戸
口
、
土

地
・
高
、
年
貢
、
治
安
・
災
害
、
交
通
、
農
林
業
、

商
工
業
、
金
融
、
文
化
・
寺
社
の
十
項
目
、
明
治

期
で
は
、
町
行
政
、
戸
口
、
土
地
、
産
業
、
金
融
、

災
壼
n
・
隅
一
慨
、
徴
丘
ハ
・
丘
ハ
事
、
払
値
安
・
賊
難
、
文

化
・
社
寺
の
九
項
目
で
あ
る
。
た
だ
し
、
数
量
的

に
は
江
戸
期
の
分
が
九
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も

戸
口
、
治
安
・
災
害
、
商
工
業
に
分
類
さ
れ
る
も

の
が
多
い
。
年
代
的
に
は
、
十
七
世
紀
中
の
も
の

を
含
む
が
、
大
半
は
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
も
の

で
あ
る
。

　
な
お
、
巻
末
に
は
総
説
と
分
類
項
目
毎
の
解
説

が
あ
り
、
主
な
文
書
に
つ
い
て
の
紹
介
と
と
も
に
、

複
数
の
項
目
に
係
る
文
書
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
注

記
さ
れ
、
利
用
者
へ
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
極
め
て
豊
窟
な
内
容
を
持
つ
こ
の
文
書

の
、
目
録
を
見
た
限
り
で
の
特
徴
、
及
び
利
用
の

可
能
性
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
何
よ
り
も
ま
ず
第
一
に
、
近
世
の
在
町
の
史
料

と
し
て
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
ま
と
ま

り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
町
内
で
取
り
交

さ
れ
た
種
々
の
証
文
類
や
町
の
規
約
、
町
財
政
平

等
か
ら
は
、
町
の
持
っ
た
共
同
体
機
能
が
窺
え
よ

う
し
、
商
工
業
関
係
の
文
書
か
ら
は
、
こ
の
在
留

が
持
っ
た
経
済
的
な
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
井
波
町
は
中
世
末
以
来
門
前
町
と

し
て
発
展
し
た
が
、
加
賀
藩
政
下
で
は
高
付
け
さ

れ
て
郡
奉
行
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
正
式
な
町
と

し
て
扱
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

支
配
者
と
の
間
の
文
書
を
丹
念
に
追
う
こ
と
で
、

近
世
の
町
在
分
離
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
及
ぼ

す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
近
年
の
近
世
史
研
究
で
は
三
都
を
中
心
と
し
た

都
市
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
都
市
の
種
々
の

側
面
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
結
局

の
と
こ
ろ
近
世
都
市
と
は
何
な
の
か
、
そ
の
総
体

を
捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
は
甘
い
難
い
。

そ
れ
が
分
析
対
象
の
限
定
に
よ
る
も
の
と
は
決
し

て
思
わ
な
い
が
、
こ
う
し
た
地
方
出
町
の
分
析
の

中
か
ら
新
た
な
視
点
が
生
ま
れ
、
現
在
の
研
究
状

況
が
打
開
さ
れ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
で
あ
ろ

う
。　

次
に
、
舶
賀
藩
の
民
政
組
織
で
あ
る
「
十
村
」

に
係
わ
る
史
料
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
十
村
と
は

個
別
の
村
と
支
配
者
と
の
間
を
と
り
結
ぶ
中
間
支

配
機
構
で
あ
り
、
行
政
上
村
扱
い
さ
れ
た
井
波
町

（
村
）
も
そ
の
中
に
編
成
さ
れ
た
。
十
村
か
ら
発

給
さ
れ
た
文
書
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
井
波
町

の
肝
煎
・
組
頭
か
ら
十
村
へ
宛
出
さ
れ
た
も
の
か

ら
、
十
村
の
組
織
・
機
能
が
一
定
度
明
ら
か
に
さ

れ
よ
う
。
こ
の
十
村
に
つ
い
て
は
、
単
に
加
賀
藩

の
藩
政
機
構
の
問
題
と
し
て
の
み
で
な
く
、
近
年

注
昌
を
集
め
て
い
る
村
連
合
i
地
域
形
成
の
視
点

か
ら
も
、
分
析
が
可
能
だ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
入
会
山
に
つ
い
て
、
家
の
相
続

に
つ
い
て
等
の
興
味
深
い
文
書
群
が
あ
る
が
、
最

後
に
、
加
賀
藩
に
特
有
の
被
差
別
身
分
集
団
、
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「
藤
内
」
に
関
す
る
史
料
が
多
い
点
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
目
録
作
成
の
上
で
は
充
分
な
（
む
し

ろ
過
度
の
、
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
の
一
分
類
上
特

に
ま
と
め
ら
れ
て
は
い
な
い
一
）
配
慮
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
不
当
な
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
研

究
が
進
む
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
田
録
を
見
る

時
、
い
さ
さ
か
の
不
便
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

町
、
十
村
、
あ
る
い
は
藤
内
に
つ
い
て
調
べ
た
い

場
合
、
支
配
政
策
を
一
通
り
見
通
し
た
い
場
合
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
項
目
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
だ

ろ
う
し
、
ま
た
、
支
配
者
側
の
布
達
と
町
の
独
自

の
規
約
・
勘
定
帳
簿
類
が
、
井
波
町
の
願
書
と
他

の
村
の
願
書
が
、
同
じ
項
目
に
入
っ
て
い
る
こ
と
｛

に
も
違
和
感
を
覚
え
る
。

　
近
世
近
代
の
文
書
学
i
分
類
法
・
整
理
保
存
法

一
は
、
そ
の
必
要
性
に
反
し
て
大
き
く
研
究
が
立

遅
れ
て
お
り
、
地
方
文
書
を
整
理
す
る
場
合
で
も

担
当
者
個
々
の
判
断
で
分
類
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
が
、
文
書
の
作
成
主
体
・
契
機
、

移
動
の
同
一
性
を
重
視
す
る
分
類
法
を
採
用
、
あ

る
い
は
併
用
す
る
こ
と
も
一
策
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
本
目
録
で
は
江
戸
期
と
明
治
期
で
時
期

を
大
別
し
て
い
る
が
、
肝
煎
が
廃
止
さ
れ
、
近
村
内

を
合
併
し
て
町
会
所
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
四

年
で
あ
り
、
事
実
明
治
三
年
ま
で
の
文
書
は
江
戸

期
に
連
続
す
る
も
の
が
多
い
だ
け
に
、
明
治
元
年

で
機
械
的
に
区
分
し
て
い
る
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
点
は
、
質
・
量
共
に
驚
く
べ
き
豊
野
さ

を
持
つ
こ
の
目
録
の
価
値
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も

減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
残
さ
れ
た
未
整
理
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
以
後
町
の
独
自
の
事
業
と
し
て

作
業
が
続
け
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
全
文
書
目
録
の

完
成
と
、
本
目
録
が
そ
の
価
値
に
児
合
う
よ
う
に

充
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
（
B
5
版
　
六
〇
九
頁
　
一
九
八
五
年
三
月

　
　
　
　
井
波
町
。
注
文
は
直
接
井
波
町
立
図
書
館

　
　
　
　
（
砺
波
郡
井
波
臨
明
山
見
一
四
〇
〇
離
曾
地
）
へ
。

　
　
　
　
送
料
共
九
千
円
。
甲
子
類
目
録
は
送
料
共
三

　
　
　
　
千
円
。
な
お
、
来
年
刊
行
予
定
の
未
整
理
分

　
　
　
　
の
目
録
が
出
る
ま
で
は
、
文
書
の
閲
覧
は
で

　
　
　
　
き
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
　
明
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

訂
　
正

　
本
誌
第
六
九
巻
第
四
号
の
褒
表
紙
及
び
裏
表
紙

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
謹
し
ん
で
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
「
　
正

　
表
表
紙
　
辮
≧
　
　
騰
　
（
き
）
↓
（
自
）

　
裏
表
紙
　
国
■
認
時
9
芝
斜
（
ら
O
）
↓
（
禽
）

昭
和
穴
十
一
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）

の
交
付
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
昭
和
六
十
一
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）
を
、
文
部

省
学
術
国
際
局
よ
り
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
六

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
史
林
の
出
版

・
刊
行
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。
こ
こ
に
史

林
の
出
版
・
刊
行
費
の
一
部
と
し
て
、
文
部

省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行

費
）
の
交
付
を
う
け
た
こ
と
を
明
記
い
た
し

ま
す
。
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